
二つ台みーとみーと PJ

現地視察 資料

①メンバーが増えました！

■一次提案から変化した点・進んだ点
① メンバーが増えました！　
② 当該建物でイベントを行いました！
③ 運営面での検討を深めました
④ 今後の予定

▲ 学生イベント会議の様子

▲ メンバーのお互いのことを
知るために合宿を行いました！

ロゴデザイン▼

■地域メンバーの増加
　地域活動への参加や、SNS の発信により地域メンバーメン
バーが増えました

■学生部隊の編成
　横浜国大の学生部門を正式に編成しました。現在は、週末
のイベントの企画を中心に進め、学生の結束力を高めていま
す。さまざまな学年と学部で構成され、今後は「地域課題実習」
という横浜国大の授業に組み込み、継続的に活動することが
できるように整えていく予定です。
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②当該建物でイベントを行いました！

　当初はワークショップを行い、地域の人のニーズや意見を
集めることを考えていました。しかし、まちづくり系のワー
クショップでは、普段からそのようなイベントに参加する「い
つものメンバー」だけが集まってしまうことが懸念されまし
た。
　そこで、さまざまな人の意見を集めるために、色々なジャ
ンルのイベントを行い、意見やニーズ、仲間集めを行うこと
にしました。
　建物所有者に許可をもらい、週末を中心に学生の企画でイ
ベントを行っている最中です。

■10月 6日　お肉屋さん大掃除会

■10月 19 日　みーとみーとシネマ

■10月 26 日　みーとみーとボードゲーム会

横国のボードゲームサークルとコラボしてボドゲ会を開催。
地域と横浜国大生の活動が繋がりました！





実際にシェアキッチンを使ってみたい！という声が
集りました！

　これらのイベントを通じて、シェアキッチン、シェアスペー
スの利用に興味があるという方々に出会うことができました。
　少ないイベント回数にも関わらず、「使いたいかも」という
声を実際にいただきましたので、以下にまとめます。

■藤原さん（和田町）　40代女性
カレー屋さんをいつかやってみたくて、実際に料理教室に通
い勉強中。とりあえず月 1で小さく店を始められる場所を探
していたのでちょうど良いと思っています。
■佐藤さん（釜台町）50代女性
息子（20代男性）が将来ボードゲームカフェを開くことに興
味がある。不登校の子供にも昼間に居場所ができればいいな
と思っているが、収入になるかも不安。
時間貸しで、小さくチャンレジできれるような場所があれば
いいなと考えていたので興味がある。
■和田さん（常盤台）60代女性
お茶の講師を細々としています。以前からふたつ台の住民の
方々や学生に向けてお茶で繋がる場所を作りたいと思ってい
ました。茶話会やお茶の淹れ方の講座やお茶にまつわるいろ
いろなことを開催して集う人が増えて、この土地が住む人に
とって愛着のある場所になってくれたらと思います。ここか
ら多くのことを発信して魅力ある場所を目指します。
ひとりでは出来ないことをみんなと一緒に作りたいです。
■新井さん（釜台町）
元横浜弁当経営者（常盤台にあった弁当屋さん）、月１くらい
ならお店を出しても良いかと思っている。
■飯室さん、堀井さん、中村さん（羽沢）
プレイパークのメンバー。コミハ・ケアプラは無料で使える
場所だが、営利販売が難しい。何か販売ができれば嬉しい。
■常盤台中部に住んでいる方（名前不明）
お弁当屋さんをやってみたいようで親子で勉強中
■小川館長
コミハの館長、月１くらいで子供食堂やりたい

▲ 釜台町で清掃業を営む方に
溝の清掃の仕方を尋ねたことろ
余った薬剤をいただきました！
思わぬ地域との繋がりで助けて
いただきました！

▲ イベント中、わざわざ車を止
めてまで話を聞きにくる方もい
ました。地域の方はこの場所へ
ん関心がとても強いようです。

▲ 8000000studio オープンデ
スク。



③運営面での検討を深めました 実際に今後、この場所を運営
していくメンバーでみーと
みーとの目指すべき方向性と
仮のスケジュールを想定して
カレンダーを作成しました。

■営業カレンダー
① 2025 年（開設初年度）
初年度は、シェアキッチンの
予約がまだ埋まらない段階と
いう前提で、私たち運営メン
バーの直営でどれだけ、この
場所を開いていけるかを想定
しました。
もし、明日から運営しなさい
と言われた場合を想定しまし
た。

② 2026 年（開設 2年目）
全ページで想定した見込み客
がシェアキッチンを利用した
と仮定して、カレンダーを作
成しました。



③ 2027 年（開設 3年目）
こんなシェアキッチン・シェ
アスペースの利用がされたら
いいな！という理想の形を想
定してカレンダーを作成しま
した。
今後はこれらのカレンダーか
ら収支計算を行っていこうと
考えています。

賃料と耐震改修工事について
　運営維持に関して、最も大きい固定費として家賃が挙げられます。家賃は建物所有者より 1・2
階合わせて 15万円ということで現在、話が進んでいます。
2階は初年度は学部生のシェアハウス（建築 1年生で 3人志願者あり）に、2年目以降は塾の拡大
に応じて塾部分にしていきたと考えています。学習塾の収支として、仮に家賃 15万円が全額学習
塾の負担となっても維持できる計算となっているため学習塾さえ存続することができれば、場の維
持は可能であるという想定です。
今後は、みーとみーととしてのキッチン部分の家賃負担、塾としての家賃負担を正式に決定してい
く方針です。
耐震改修の工事費について、こちら側が工事費を負担する代わりに負担した分の家賃を免除しても
らうということで話を進めています。
仮に 450 万円が耐震改修の工事費としてかかった場合、15万円×30ヶ月で 30ヶ月（2年半）分
の家賃を免除してもらうという形になります。（家賃の先払いという形で対応）
耐震改修の工事費は現在、精密診断を行い見積もりを計算している最中です。資金はクラウドファ
ンディングを行い、足りない部分は学習塾として融資を受ける予定となっています。
融資のリスクは負いますが、スタート時に家賃の負担が少なく、安定したスタートが切れるという
メリットがあります。




